
 

 

 

 

 

 ２０１３年消費者まつり実行委員会（瀧澤佳津子実行委員長：コープぐんま理事）は２月１７

日（日）、県庁県民ホールや県民ギャラリーなどを会場

に消費者まつりを開催しました。消費者まつりは、群馬

県生協連と会員生協及び群馬県くらしの会連絡会が協力

し、県の後援を受け、毎年開催しています。今年は、「変

えようくらし、つくろう未来」を全体テーマとし、くら

しの工夫や向上をめざして開催。２５００名の組合員や

県民が家族連れなどで参加して、盛りだくさんなイベン

トを楽しみました。 

県連女性協議会も毎年消費者まつりに出展しています。

私たちは、『広げよう男女共同参画～共同

参画はわが家から～』をテーマに、参加

者にカフェでくつろいでいただきながら

男女共同参画クイズを楽しんでもらった

りし、飲み物代の代わりに復興支援カン

パへの協力を訴えました。震災への息の

長い支援に対する賛同もあり、飲み物の

注文は１００杯を超え、募金額は１０，８９３円になりました。ご協力いただいた方々には改め

て感謝いたします。ありがとうございました。この募金は「特定非営利活動法人ＪＥＮ（ジェン）」

に送金しました。ＪＥＮを通じて東北復興支援金として復興に充てられます。 

 特定非営利活動法人ＪＥＮは、

１９９４年に設立され、世界各

地の紛争や災害で厳しい状況に

ある人々に対し、自立支援の活

動を行っている法人です。２０

１０年春の女性協組合員学習交

流会にＪＥＮの木山啓子さん（事務局長・理事）を講師に招いて、お話しを聞いたことがあり、

そのことがきっかけとなり、前回から募金先としています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

女性協のブースは只今、開店休業中(^^; 

となりでピエロのナナちゃんのパフォーマンス

が始まったのです～ 

ピエロのナナちゃん。曲芸あり、バルーンアートあり、笑いあり・・・ 

いわて生協の組合員さんらがつくる「かけあし

の会」の復興支援コーナー 



  

 

 

『四季の味わい研究会』は、旧倉淵村川浦（現：高崎市倉渕町）にあ

ります。村内農家女性の社会進出・活躍、自立についての講演、さらに

施設見学、『四季の味わい弁当』の試食などＪＡぐんま女性組織協議会の

方々と一緒に、有意義な視察研修を行いました。「～をしたいという願い、

強い気持ちを持っていれば方向が見えてくるものですよ。」という原田カ

ヅ子代表の言葉が印象的でした。 

 

原田さんたち農家女性が『願った』のは、女性への理解が

まだ低い時代、「自

分たちで作ったも

のが売れたらいいな

～」「倉渕村で採れ

た食材を使い、伝統

食を紹介できたら

いいな～」というこ

とだったそうです。

この『願い』を力に、

昭和 57 年、仲間 9 名で生活研究グループを作り、全員が食

品衛生責任者の資格を取得して昭和 60 年、特産の茗荷（み

ょうが）の漬物、行者ニンニク味噌などの加工・販売を始め

ました。地元老人会が作った大豆など、倉淵で採れた食材を使用。人々との交流の中で、まず地

域の皆さんに自分たちの活動を認めてもらい、行政にも働きかけて建物予算を得、平成 10 年に

加工所建設に至りました。今では全国に販売し、喜ばれているそうです。私達も購入しましたが、

本当に美味しかったです。 

 

『四季の味わい弁当』を作っている施設へ。元農協だった建物を

そのまま利用しているとの事でした。ここで、前段のお話を含む講

演を原田代表から伺ったわけです。お弁当は、美味しい！綺麗！倉

淵の食材たっぷり！で皆さんの目

指すものがぎゅっと詰まっている

と感じました。白菜漬けは作り方

まで教わりました。 

 

加工品も弁当も年商はささやか、との事でしたが、女性が地域で

横のつながりを持ち、目的を持って積極的に活動されていて、素晴

らしい！と参加者全員の感想でした。 

  

想いを強く持てば 

方向が見えてくるもの、と語った原田カヅ子さ

ん。たくさんの体験をお聴きしました。 

自宅の庭をお借りして開会式 

お昼に頂いたお弁当は、倉渕の

食材がたっぷり使われてました 



 

 

地域の人々の交流の場を目的とした居場所、「縁が輪」を渋川センターの店舗跡地で４月２０

日（土）にオープンしました。 

２０日のオープンイベントでは、北毛保健生協さんの血圧測定や、バルーンアート、産直野菜

の販売、もってけパーティー（不用品の交換）、すいとんの販売などを行いました。 

来場した方からは、「とても楽しくすごせました」などのご意見をいただき、子供達には、バ

ルーンアートが好評でした。 

今年は月１回 10：00〜14：00 開催で、イベントも行っていく予定です。今後は運営体制を考

えながら、少しずつ開催回数を増やしていきたいと考えています。 

お近くの方、興味がある方はぜひ足を運んでください。おいしいお茶でお待ちしています。 

 

 

 

 

グループホームとは、正式名称は認知症対応型共同生活介護と言います。名前のとおり、認知

症と診断された方が９名入居し日常生活の介助を受けながら共同生活を送る場所です。グループ

ホーム『ふれあいの家 六供』は、２０１０年５月１日に共同生活がスタートしました。認知症

といっても様々で、一人一人生まれた環境も生活してきた環境も違うため、オープン当初は表情

も険しく、意思疎通もできず、介護に抵抗される方が多くみられましたが、日が経つにつれ安心

感が出てきたのか今では職員と一緒に食事づくりを楽しんでいます。 

 『ふれあいの家 六供』にはグループホーム

のほかに小規模多機能型居宅介護事業所が併設

されています。通い（デイサービス）・宿泊（シ

ョートステイ）・訪問（ホームヘルパー）の３

つの機能で在宅生活をサポートするサービスで、

認知症ケアを目的とした地域密着型の事業所で

す。場所や人などの環境の変化が少なく生活サ

ポートできることで不安や混乱を減らすことが

でき、その人らしく生活できることにつながっ

ています。 

 「会員生協活動紹介」は、それぞれの生協に原稿を書いていただきました。どうもありがとうございました。 

  

縁が輪 開催のお知らせ 

 

【時間】 10：00〜14：00 

【参加費】 100 円（お茶・お菓子）＋イ

ベント参加費 

 

６月８日（土）消しゴムはんこづくり 

７月２０日（土）絵手紙教室 

 
「縁が輪」内の様子 

グループホーム「ふれあいの家 六供」 



 

 

 

今年度2回目の懇談会は、2月 14日（木）に東京渋谷のコーププラザで開催されました。 
テーマは「つながろう！アジアの女性たちと！～協同組合におけるリーダーシップを学ぶ」で

す。テーマにあるとおり、ゲスト兼講師として3名の女性が海外（インド、フィリピン）から参
加されていました。それぞれＩＣＡ－ＡＰ（※）女性委員会の事務局長やＡＷＣＦ（※）の常務理事
など、女性リーダーとして活躍されている皆さんです。 
今回はＩＣＡ－ＡＰやＡＷＣＦが協力して開発した、女性リーダー養成トレーニングマニュア

ル（ＴＯＴ（※））についての解説と、その内容を活用しての
ワークショップを体験しました。 
トレーニングマニュアル（ＴＯＴ）を活用した研修は協同

組合の女性の能力開発や意思決定への参加、女性リーダー養
成などが目的とされ、研修やセミナーの実施は女性たちの経
済的自立にもつながるよう工夫されています。 
ワークショップでは、男の子と女の子の違いとは何？とい

う問に、重い水を運ぶ女の子や、家事全般をこなす男性など
例をたくさんあげながら、男女の違いは生物学的にあっても、能力的にはないという結論に達し
ます。 

ワークショップの途中、読み書き計算のできない女性がいる中
での活動が大変なことや、誰もが一定の水準までの教育を受けら
れている日本はすばらしいとのお話も伺いました。私たちがどれ
ほど恵まれているか再考させられました。 
「あなたの家族は家事に参加していますか」「あなたの生協に

は何人の女性理事（リーダー）がいますか」「ご自分の生協の事
業がどういう経営状況かきちんと把握していますか」などの問い
に、配付されたハート形の紙をＮＯならそのまま、ＹＥＳならち
ぎっていき、「残った紙片の大きさがこれからあなたのクリアし

ていく課題の大きさです。」というユニークな手法を使ってのワークショップに感心し、共同参
画の取り組みについて考える機会を得ることが出来ました。 
懇談会の最初に歌を歌ったり、机の上を折り紙で飾るなどの演出で場を和ませ、ゲストの立場

に立った昼食メニューの用意をするなど、実行委員会の皆さんの行き届いた配慮で楽しい時間を
共有することができた一日でした。 

※ ＩＣＡ－ＡＰ・・・国指協同組合同盟アジア太平洋地域のこと 
           （International Co-operative Alliance  Asia&Pacific の略） 

ＡＷＣＦ・・・・・アジア女性協同組合フォーラムのこと 
ＴＯＴ・・・・・・トレーナーズ・オブ・トレーニングのこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


